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https://playground.centou.jp/insight-zukan

JYY†n}W�¹

事業全体を見ている方 : どのようなインサイトが
事業レベルで必要かの感覚をつかむ

プロダクトやマーケなど、特定部門を見ている方 : 
施策とインサイトの対応関係をつかみ、自在に行き
来できるようにする

施策を推進するプレイヤーの方 : 自分の施策が、こ
のまま進めるべきか、インサイトを集めるべきかの
判断材料として、他の施策をインプットす

https://playground.centou.jp/insight-zukan
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^¨h
「このボタンが押されていない」「このバナーがクリックされて

いない」など、事実だけで施策を進めてしまう　　　　　　　
→ 原因が見えていないため、解決策がざっくりしたものや　
的外れなものになる可能性が高い　　　　　　　　　　　　

（例 : ボタンを大きくしよう

ユーザーインタビューなどをした後に、　　　　　　　　　
「こんなことが分かりました」と事実だけまとめて報告　　
→「だから何？」「で？」となることがほとんど。　　　　　　　
事業側からユーザー理解へ歩み寄ってくれることは　　　　
原則ないと考えた方が現実的。「〇〇な可能性があります」など
事実 + 弱い考察も同様に、インサイトの可能性を　　　　　
せばめてしまいかねないため注

¨h
クイズ1の正解の選択肢（登録の途中で〜）や、解説コーナーの
Spotifyn‰‰��NNetflixn‰‰kkB‰‹Fk���������oD¤óµ¤ÈoÇü¿û‰�h�LnfikB‰


ユーザーインタビュー や商談など、顧客接点を持ったあとは、
「つまり、ユーザーが必要としていることは〇〇である」など、
実行しやすいインサイトに変換する訓練をすることで、　　　
インサイトを考える力は身に付

データと実行の間にあるような、良いインサイトが出 た時、　
チームの議論は盛り上がる傾向にある。　　　　　　　　　　
行動可能なインサイトは、「こうしたらいいかも？」など、　　
解きたくなり、議論を生む。普段、顧客接点の少ない人でも　　
活発に意見が出るようになれば良いインサイトの兆

https://playground.centou.jp/insight-zukan?case=spotify
https://playground.centou.jp/insight-zukan?case=netflix
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¨h
要望も、「〇〇してほしい（と感じた）」という、インサイトの　
材料の一つとして捉える　　　　　　　　　　　　　　　　
→要望には、少し引いた目線で「そう感じてらっしゃるんです
ね」と間に受けすぎないのもポイン

要望は、「安くしてほしい」「〇〇機能がほしい」など、解決策の
形で出てくることもしばしばなので、「何がしたいのか」に　　
立ち戻るようにする　　　　　　　　　　　　　　　　　　
→その場で聞けないことも多いので、最初は仮説でOK 　　　
→徐々にインサイトに確信を持てるようにすることが重

^¨h
「〇〇機能がほしいです」と 言われたままにつくる　　　　　

→顧客（ユーザー）は、その機能ができた時のイメージが十分に
できていない場合も多い。機能が増えることで本来やりたかっ
たことができるのか？ 余計に煩雑になったり、トレードオフ
は考慮できているのか？どこまでの機能が必要か？他の機能
の改善スピードを遅くしてでもほしいのか？などの、「その機
能をつくることで捨てるもの」まで顧客は責任を持たない。　
そのため、要望をそのままつくる判断は非常にリスキ

要望はえてして「 言語化しやすい部分」あつまりやすい　　　
→露骨に使いづらい部分、見えやすい部分など　　　　　　 
→価値を感じている部分、お金を払う部分とは違う場合も　　
→つまり、要望を解消しても、事業が伸びない場合も多
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¨h
事業目線の問題特定と同じぐらい「顧客の問題特定」（= 取り
組むインサイトの決定）は重

戦略を決める際、施策を決める際、施策を具体化する際など、　
あらゆるタイミングで「満たすべきインサイトはなに？」と　
確認する必要がある　　　　　　　　　　　　　　　　　　
→時には、インサイト不在なら「ストップする」判断も重要　　
→筋の悪い方向性を続けても、時間と資金がもったいな

事業課題とインサイトは、裏表のような関係性なので、　　　
いつでも行き来できるようにす

事業レベルや、UIレベルなど、判断の抽象度によって必要なイ
ンサイトも違

^¨h
事業目線での問題 設定をすること自体は非常に重要　　　　
→しかし、実際にサービスを使って、価値を感じて対価を支払
うのは、顧客であることがほとんど　　　　　　　　　　　　
→事業目線の問題は、顧客にとっては関係ない（事業の問題を
伝えたところで、顧客がお金を払ってくれるわけではない）　
→顧客側の問題を捉えないことには、事業目標も達成できない
ことも理解する必要があ

「 CVが少ないからボタンを目立たせよう」など、事業目線のみ
で進行する施策は、「なぜその解決策がベストか？」という視点
と「その解決策をより磨いていくべきか？」の判断を捨ててし
まっている。Netflixはパーソナライズを10年以上かけて磨い
てきたが、そのような「尖らせ続ける判断」をするには、インサ
イトが必
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¨h
インサイトは、アジャイル開発のように「徐々に正解にたどり
ついていく活動」と捉える　　　　　　　　　　　　　　　　
→インサイトがある or ない、ではなく、10%確信、50%確信...
などのように、徐々に確信を深めていくゲー

根拠となるデータや顧客の声、それらから出てきたファクト　
など、インサイトの元がアップデートされると、インサイトも
確信が高まったり、シャープになる　　　　　　　　　　　　
= インサイトをアップデートできる体制・基盤をつくってお

Minecraft (マイクラ)  —ZZoomnn‰‰g‡�¤óµ¤Èho’�kºá™�cfDO�Ñf—j‡n`hfy‰


^¨h
自分 がひたすら当事者になりきったり、深くその業界を知るこ
とは非常に重要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
→しかし、そこで得られたインサイトや、そこまでのプロセス
を自分の中で完結してしまうと、事業も組織も伸びない　　　
→自分が抜けたらインサイトもチームから抜ける状態は

インサイトを「 ふと舞い降りてくるもの」と捉えてしまうと、　
属人的で扱いづらく、企業活動に組み込まれづらくなる　　　
→スキルは必要であるが、プロセスや考え方までブラックボッ
クスにしないことが重

https://playground.centou.jp/insight-zukan?case=minecraft
https://playground.centou.jp/insight-zukan?case=zoom
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¨h
場面（文脈）ごとに、顧客が必要としていることも変わる　　　
→たとえ一人の人間でも、朝食シーン、業務シーン、帰宅時など
求めていることは違

企業戦略は、世の中に無数にあるインサイトをどの順番でどの
ように攻略していくかを表したもの　　　　　　　　　　　
→例 : Zoomはオンライン会議シーンのインサイトを満たした
のち、派生として学校などのオンライン授業シーンなど向けに
も展開（Öì¤¯¢¦Èëüà_ýooS˛f!�Qk‰z	

常にインサイトを蓄積しておき「我々はつぎ、どこに向かうべ
きか？」を議論できるようにしておくと、事業が常に顧客が必
要としている方向性に伸びることができ

^¨h
インサイトは1つであり、絶対的な正解があるもの、というの
はインサイトに関する大きな幻

似 たような、インサイトに関する微妙な考え方として「抽象的
なインサイトらしき仮説を、アップデートされないまま持ち続
ける」というのもある　　　　　　　　　　　　　　　　　　
→「この事業はXXXのインサイトを満たしているんだ」と　　
誰かが強い主張をしているときは、根拠なきインサイトになっ
ていないか注意。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
→その人以外も共有できる形になっていなければ、　　　　　
たとえ合っていたとしても事業成長につながらな

https://playground.centou.jp/insight-zukan
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¨h
原則１の「良いインサイトはデータと実行の間」と近い考え方
→「で、どうするの？」とならない内容になっていることが、　
良いインサイトの一つの基

また、行動可能な内容にするために、　　　　　　　　　　　
「あえてキャッチーにする」ことも非常に重要　　　　　　

→「いろんな使い方あるよね〜」などぼやかさずに「いろいろあ
るけど、価値はだいたいこの2つ」など、明言す

キャッチーな内容にすることで、捨てるニュアンスや要素も　
出てくるので「細かく深掘りたいときに深ぼれる状況」を用意
しておくこともポイント　　　　　　　　　　　　　　　　
→価値のロジックツリーのように、　　　　　　　　　　　　
体系化されている状態を目指

^¨h
「 それらしいインサイトっぽい言語化」は、検証しようがなく　

かといって組織全体がそのインサイトで動けるほどの　　　
求心力もない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
→形骸化するだけなので、非推

このような 抽象的な「インサイトっぽい言語化」をしてしまう
と、「インサイトや顧客理解は、説得するもの」と組織で捉えら
れてしまうため、結果として社内の味方も増えない　　　　　
→味方が増えなければ、インサイトや顧客理解が、　　　　　
大きな成果につながることもな
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¨h
インサイトは、比較できるようにし、たどりやすいようにする
ことで意思決定しやすくなる　　　　　　　　　　　　　　
→「どのインサイトには取り組まないのか？」「なぜこのインサ
イトに取り組むのか？」に合意できると、後戻りが少なくな

比較できるように ... 自社が取り組む価値のあるインサイトを
いくつかピックアップして、優先度をつけて、チームに共

たどりやすくする ... 「このインサイトは本当か？」「どんな人
が抱えているか？」など、深掘りができるようにす

^¨h
インサイトを組 織・チームで共有する時に、研究発表のように
「こんなことが分かりました！」とインサイトをゴールにしてし
まうと、「かっこよく印象的に伝えよう」になってしまう　　 
→インサイトは、実行することがゴールであり、　　　　　　
共有はプロセスの1つにすぎない。　　　　　　　　　　　

また、数あるインサイトのうち、特定のインサイトだけを　　
取り上げて「このインサイトに取り組みましょう」とプレゼン
しても、関係者が腹落ちしないことも多い　　　　　　　　　
→「これに合意したことで、何を捨てて、何を決めたことになる
のか？」が曖昧なた
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https://centou.jp/event-reports/insight-management-in-30min-202512

Ï¤é¤È

これまでのユーザー理解にはいくつ重大な問題点
がある

事業成長を阻む、代表的な問題点として「点の顧客
理解」と「インサイトの属人化」がある

これらを解決するには、インサイトマネジメントと
いうアプローチが有効

成果の出る顧客理解は “pro-active” であ

https://centou.jp/event-reports/insight-management-in-30min-202512
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https://centou.jp/download/templates/insight-database-for-notion?utm_source=playground&utm_medium=pdf&utm_campaign=bonus-guide-pdf
https://centou.jp/download/templates/insight-database-for-spread-sheet?utm_source=playground&utm_medium=pdf&utm_campaign=bonus-guide-pdf
https://centou.jp/contact?utm_source=playground&utm_medium=pdf&utm_campaign=bonus-guide-pdf
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https://centou.jp/insight-management-1on1?utm_source=playground&utm_medium=pdf&utm_campaign=bonus-guide-pdf

